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	　　　　　　　　　　　　　　 動物とのふれあいでＥＨＥＣに感染
秋田県横手市の施設で開催された「動物とのふれあい」の参加者が腸管出血性大腸菌に感染したとの報道がありました。国内で発生した同様な事例と、米国での「動物とのふれあい」事例の概要を、併せてお知らせします。
秋田県横手市の観光施設での「赤ちゃん動物園」で腸管出血性大腸菌に感染

　　秋田県内で腸管出血性大腸菌（以下ＥＨＥＣ）感染者が散発的に多数発生した。調査したところ、横手市のＡ施設で開催された「赤ちゃん動物園」でウサギ、犬や牛に触れており、動物との接触で感染した可能性が高いと考えられています。

　１　原因施設（推定）横手市のＡ施設で開催された「赤ちゃん動物園」（４月２９日から５月７日）

期間中の入場者数　約34,000名

　２　病因物質　　ＥＨＥＣＯ157及びＯ26

３　感染者数　　１４名（秋田県１２名、宮城県２名）

　　（同時期に秋田市の保育園で腸管出血性大腸菌Ｏ26が集団発生し、17名が感染した。そのうちの３名は当該催事において動物と触れあっており、この３名も含む）

国内で発生した同様な事例

平成１５年４月　宮崎県で牛を飼育している親戚の家でＥＨＥＣＯ157に感染、２名死亡

　　牛を飼育している親戚の家に宿泊して、牛舎横斜面下でどろんこ遊びをしていた５歳の弟、６歳の姉の２名がＥＨＥＣＯ157：Ｈ7で死亡した。親戚宅の牛舎付近から同一ではないがＳＴＥＣＯ157、Ｏ126を検出し、環境からＳＴＥＣ感染の要因になりうる可能性が示唆された。

　　ＳＴＥＣ：志賀毒素産生性大腸菌（ＥＨＥＣと同じと考えてください）
平成１６年６月　千葉市の小学校の林間学校　腸管出血性大腸菌Ｏ121

　　小学６年生が林間学校で酪農施設体験学習をして帰ったら、血便・下痢・腹痛等の症状を呈した。調査結果は次のとおり。①施設内では、観光用に牛が飼育されており、簡単に牛や柵に触れることができる環境になっていた。②児童は昼食をとり、体験学習としてバターやきなこ飴作り等を行った。③施設内には手洗い場が少なく、全児童が手洗いをするには不十分であった。④牛舎周辺には、牛糞が認められ清掃不十分であった。⑤児童及び飼育牛から分離された病原菌の遺伝子パターンが一致した。まとめは「牛と人が接触するような感染リスクが極めて高い環境の中では、感染が十分に起こりうることを念頭におき、環境内の消毒や手洗いを徹底し、注意喚起することが重要である」となっています。

米国における2004～2005年「動物ふれあいコーナー」での大腸菌Ｏ157：Ｈ7感染

2004年10月ノースカロライナ州　発症者数８２名　ＨＵＳ（溶血性尿毒症症候群）３名

　　州祭の「動物ふれあいコーナー」に訪れた人が発症し、41名からＳＴＥＣを検出し、38名がＯ157：Ｈ7であった。患者の年齢中央値は５歳であった。約100頭の羊とヤギがいて、訪問者との接触があった。６歳未満コーナーでは「糞」との接触、地面に倒れたり座ったり、おしゃぶりや赤ちゃん用コップを使用していた。アルコール含有手指消毒剤の使用では罹患を抑えられなかった。

2005年３月フロリダ州　発症者数６３名　ＨＵＳ７名

　　州祭の「動物ふれあいコーナー」に訪れた人が発症した。患者の年齢中央値は４歳であった。24名の患者と６頭の動物の糞、環境サンプリング20検体から、同一の遺伝子パターンの大腸菌Ｏ157：Ｈ7を検出した。34名の患者は牛、羊またはヤギとの接触があり、20名は餌をあげていた。

2005年７月アリゾナ州　発症者数２名

　　動物園の「動物ふれあいコーナー」で、１名は動物と直接的に接触していた。1名は手すりとの接触の可能性があったが、２名とも、コーナーのすぐそばの坂道で遊んでいて、動物の糞から、患者と同一の遺伝子パターンの大腸菌Ｏ157：Ｈ7を検出した。
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